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底　曳　網　改　良　試　験　一（†）

（小型峻船底曳網漁具診断）

川　又　忠　義・猿　谷　　倫・河　崎　　正

ま　え　が　き

本県には小型機船底曳船のうち，板曳船が55隻（昭和44年11月1日現在）あるが・その水中にお

ける漁具の状態は知られてない。

区の板曳網の水中における形態，

に入るまえに，本実験のために，

乗組員の皆様に報謝致します。

この実験では今後の漁具漁法改良の弟1歩とするために，波吼久慈地

および曳網速度．曳索張力を軌定したので，その結果を報告する0本論

漁船，漁具を貸していただいた第1．釜喜九第経書丸の船主ならびにヂ

材料　お　よ　び方法

1．材　　料

試験に供試した資料は波崎地区の場合，昭和44年8月29日・波崎沖で一波崎組合所岳の缶1釜喜

丸い4．99トン，ジー壱ル9D馬力）を又久慈地区の場合，昭和44年8月50日，久慈沖で・久慈

組合の第2住吉丸（14．99トン，ジーゼル日日烏力）を使用して操業し・実軌したものである0

曳素の張力は漁研型自記式張力計で■縞口高さを漁研塾自記式綿口高さ計で・曳網速度は流木法で一

板と袖網の開きは船尾で傾角度盤を用いて曳素の水平角を測り，図1の通り計算によカ出したD又船尾

で曳柔の伏角を測れ曳索接地長を図2の通力計算によカ出した。計測器の配置は図5の通力である。

使用した漁具は波崎の場合網は図4，枚は図5，図8の通わであわ．久慈地区の場合は網は図7－板は

国8の通りである。

■

図1　枚．袖縞の開き

t■■t

水平角

ピ昼二竺＼

国王　　計測器　の配置

図2　　曳索接地長
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J　　　図4　第1釜喜丸（1499トン・ジー

ゼル90馬力）

網展開図（波崎地区）

第5　第1釜喜丸のL型板（木鉄混合製）

（波崎地区）



図°　　試験板1枚板（第1釜書丸で試験）
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結　■　果

1．波崎地区窮一釜喜丸につレトで

軌定結果は表1．乙さの通　であれ曳桐速度・推進機関回

転数，臭素張九網口高さの各記録を曳網時間の経過に

ついて，とカまとめたのを，図9に示した。

1－1第1回目の操業では図9に示した通れ投網後約

1D分恕過した後，曳網を始めている。

この時，推進機関の回転数500r／m．曳網速監1・5

m／畠ecで曳網し，曳索張力（片側）は0・4トンであ

れ網口高さが5～4mと網の構造上から考えて，高す

ぎるのは（規模は大きいが同じ構造である沖合底曳純で

も網口高さは0．8mである）袖網が開いて高をい状態と

思われる。約5凸卦曳網した後，網口高さが，1▲0mか

ら0．7mにたれ　曳索張力（片側）が0・4トンからD・5

トンに増えているのは，袖網が聞き出して来たものと思

われる。この晩推進機関回転数が5°0r／mから

「
－
－
封
－
－
⊥

第8　第2住吉丸（1．499トろジー

ゼル10D馬力〕板総鉄製・空

中重量140kg

久　慈　地　区

540r／厄と上げているのに，曳網速度が1・5mノ8ecから1・Om／占ecに落ちているのは

袖綱が開いたため，曳網低抗が増えていることによるものと思われるQ投網から揚網ほでの虫網時間

1時間10分のうち．魚が入網すると思われる網成りで曳絹している時間は50分にみた充い0船尾

で曳素の伏角を判定した鮭巣で底板が1度着底した後・再び浮き上っている0

1－2　覿2回目の操業では1枚板を使用した0推進機関の回転数240r／mで曳網し，数分の後・

5【）〔】r／加，曳綱速度1．1m／SeCから1・2m／8eeで曳網したが，網口高さがdmから10厭

m高くなっている。この高さは船をストップLl揚網にかかつても変化が帥0このことは・全く板

が開かず，浮子と沈子によめ一上下に引つはられている状態と思われるQ曳網低抗は順次小さくなれ

曳網速度も膿次速くたっている○船尾で曳網の伏角を削った結果では徹が両舷とも海底から浮き上っ

てレヽる0

1－5　第5匝個の操業ではあ1回目と同じ漁具を使用し転投網後・回転数24□r／mで曳綱し∫

曳網速度は1・2m／Secから1・5m／8eCで，曳索張力（片側）はn4トンである0網口高さは

投網時，約dm，曳網方向を変える時2mであわ・車的方向を変える時には・臭素張力（片側）がや

や増えている。曳網方向を変えた後・約5分後に・正常を網U高さ〇・7mになってし1る0この時に・

曳索張ノブがやや増えているのは■板が開いて来たものと思われる0嘉引回巨の場合も集1回且と同じ

く．投網から瘍綱寸での曳絹時間50分のうち1魚を振れる組成わで曳網している時間は25分と少



充レ。船尾で曳素の伏角を測った結果では，2度とも南限の板が浮いてしへた。カ＝お→水平角度は誤差

によると思われる。

定

　

　

　

　

t

J 図9　各軋定値比較凶（たて軸は各馳走胤横軸は時間の経過である）

（波崎の場合）



表　1

小型機船　底虫網漁業測定値（弟1匝帽）船名　巣一釜卓丸　S，44・8・29　　　　　　　　IJ型板使用

毎

時 日

間

単　 項

位

置

水

深

抽

底

質

桓

庵

数

呵

向

風

力

波

浪

船　 速 針

路

曳 索 水 平 角 曳 索 伏 角
曳 索 接 地 点 ま

で の長 さ m
曳

零

さ 如

備　　　　　 考

S e c ITレ盲e e 右 左 平 均 右 左 平 均 右 左 平 均

午 後

時 分

ク．4 7

鏑 投 入 計 角 度 盤 1 枚 使 用 。

右 舷 板 海 底 か ら 占m 浮 い て い

る。

両 舷 板 共 海底 か ら 7 m 浮 い て

い る。

左 舷 板 海 底 か ら 8 m 浮 い て い

る。

2．4 9 板 投 入 5 5 1 N E E

5．8 0 張 力計 投 入 〃′

小

謡 5 1〔】 2 ．β′

1 4
1 5．5

1 5．4
1．5 1 ノダ 1 0 －2 1 0 1 5 19 □ 15 ［】 1 5 8
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j
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1 4．5
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1．2 2 ノ㌢ 。ク

5．2 7 54 ．5 5 50 〟 β′

1 5．9
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1 1 4．5
．〃■ ノ㌢ 1 1 － 1 1 8 1 0 19 9 199 ′㌢

5．5 2 5 占
ノブ ．ク ．〃■

1 4．9

1 乙5
1 5

1．5 8 ．イ′ ノダ

まう 5 ．ケ
l

5 10 ∠ンr 。〃■

1 7
1 8＿5
1 8．9

1．0 0 ノ㌢ 1 0 4 1 5 1 1 1 dD 189 一グ

5．4 0
揚 網

ス タ ン バ イ ∃

5．4 5
エ ン ジ ン

＿ス ロ ー

カ′　 】　【揚 索 始 め
…

　 l

・ 5．5 5
袖 揚 り　 ⊇

ー

5．5 7

5．5 8

網 口 高 さ計

撲 り

コ ツ ド揚 り

l

l
l
E

l
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表　2

小型機船底曳網漁業測定値（第2回目）船名　簸一釜喜九　　　　　　　S，44．a　29　　　　1枚型板使用

∴

事　　 項

位

値

水

探

如

鹿

賀

回

転

数

風

向

風

力

波

浪

船　 速 針

路

曳索 水 平角 臭 素 伏 角 接 地 長 山 曳

索

長

山

備　　　　　 考

S e c n 鴫 恍 右 左 平 均 右 左 平均 右 左 平均

午 驚 分

4．1 5
鯛 投入 2 1 計 角鮭 盤 1 枚 使 用

左舷 板 海底 か ら 5 m 浮 い て い

る。

右 舷 板 8 m 左 舷 板 1 0 m 海底

か ら浮 いてい る。

4．2 5 張力 計投 入 5 8 0

4．2 2 5 エ5 5 1〔l N Ⅳ 18〔I

4．2 5 カ′ ∠′

1 5，5
1 5 ．5
1 5 5

1．1 ° 5 2．5 1 2 1 1 180 1 97

4．5 0 〟 4 4

4．5 6 ′少
1 5
1 5．8
1 占．8

4．5 7 方 向 変更

4．4 0 4 5 5 1D
1 5
1 4．9 1．2 0 E S E 1 2 － 1

4．4 2 1 2 1 1 2 1占 25 占

4．5 8 4 8．5 588
1 5
1 5 1．2 9 S E 1 8 － 5 1 2

5．0 8
揚網 の ため

方 向変 更

。ク 揚索 始め

5．0 7 張 力 計揚 力

5．1 2 板 場 カ

5 ．2 D
鏑 高 さ言十

揚 り

5＿2 5 コッ ト揚 り
⊇ r



表　5

小型機船底曳綱漁業測定値（第5回目）船名　第一釜喜丸
S．44．8．　29 L塾上板使用

項

目

時

尚

事　 項

位

置

水 生

深

山

鹿

賀

回

転

数

風

向

風

力

波

浪

船　 速 針

路

曳索水平角 曳 索 伏 角 曳索接地長 曳

索

長
帥

備

8 e c 叫 ee 右 左 平均 右
「

左 平均 右 左 平均

午後

時 分

5．5 2

板 投入

曳納 始め
2 1

計角度 盤

両蔽板共

い る。

両船薇共

ているD

5．4 4 48．5 5□□
1 5

1 5
1．2 S 1 4 1 2 12 224 224 180

5．4 8 48 S E S

コース変

5．5 0 48
15

1 5
1．4 1 9 －1 2≒ 1 D

252
8．1 1

510
0．5

、□
占 1 1 1 1 252

一　8．1 7
巨揚網 のため

方向変更

揚索始め

l

1

一i′

占．2 5

占．5 D

坂揚 力

網 口高さ言十

毛妄拍

L

1

）　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

考
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2．久慈地区第2住膏丸について

軌定結果は表4，5の通少であり・曳網速鼠推進機関回転数曳索張九綱口高さの各記録を曳網時

間の経過について，とカ壇とめたのを図10に示した0
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凶10　各軌定値比較図（たて軸は各測定値，枚軸は時他の経過である）

（久慈の場合1
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小型機船底虫網漁業測定値（第1回巳）第2住吉九 S，44．a　50 L型板使用

＋

事　　 項

位

置

水

深

m

底

贅

回
転
数

rん

風
向
風
力

波

浪

船　 速 針

路
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曳索接地点室

での長さ m
曳
索
長
さm8ee rr咤恍 右 左 平均 右 左 平均 右 左 平均

時 分

11．4d
絹投入

11．50 板〝

12．8D 波力計投入

備　　　　　考

右舷曳索左舷より2～5ヒロ
長い
マグネテックコンパス故障

1 2 ．0 5
1 8 ．8

1 8 ．9

1 8 ．5

0 ．9 9

1 2 ．ロム 7 5
砂

泥
5 仙 2 1 0 5 1 7 1 8 1 8 ．5 2 5 占 2 7 2

1 2 ．1 5

l

1 8 ．5
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0 ．9 8 2 1 2 5 1 占 1 7 1 占．5 2 7 5 2 5 占

1 2．2 0 5 2 〔】

1 2．2 2

】

モ
【

1 5
1 5＿2 1．2 2 －5 1 4 5．5 占

恒 5 0 l

l

5 0 0

1 Z 4
1 Z 9

1 8 ．8
1．0 2 4 4 4 1 4 1 5 5 1 0 2 °ロ

i 1 2，4 0

l

エンジンス ロー

ll
l 1 2 ．4 5

l

揚 網 始

張 力 計 揚 力

1 2．5 8
l

板 譲 る

l l l O 5
網 □ 高 さ 言十

換 る

1 5．0 5 コ ッ ト揚 る
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表　5

小型機船底曳網漁業測定値（第2回目）第2住吉丸

項

；時日
i 間

事　 項

位

摩

水

深
m

底

賓

回
転
教
頭

風
向
風
力

波

浪

船　　 速 針

路

曳索水平角 曳索伏角

Sec ‰ 右 左 平均 右 左 平均

S，44．　a　50

摩 左平均

’時 分

1 4．5 2 納投入 255 808 m

1 4．5 5 板 〝
】

1 4．4 0 張力計殻入 270
2 2．9
2 5
2 4

D．7 9 N E 4 2 29 17 529

520

1 5．0 4
1 占
1 5．5 1．18 4 5 25 25 占50 占□□

1 5＿2【】 スロー「エンジン′

せんかい

揚 索

15．2 5 張力計揚る

1 5．4 5 コット場 る



2－1第1回目の操業について，医上川に示す通り，投網後約川舟で，正常夜網口高さ1・07mで

曳綱し，揚網始めまで，同じ高さで曳網している。この網口高さは推進機関の回転数を5DOr／m

から520r／mレこ上げても，ほとんど変化なく，安定して曳網している。臭素張力〔片側）は推進

機関回転数5D Or／mで，虫網速度1・Om／8eeのとき0・7トン，推進機関回転数520r／Hl

で曳納速度1．1m／呂eCのとき口．8トンである。投網始めから抜網始めまでの曳約時間約川舟の

うち．魚を獲れる納成りで曳桐している時陶が50分ある。曳網の伏角を執った給巣では向舷の板と

も窟底している。を料．誌力計の記録が短かいの軋記録紙の紙送机こ支障があったためである。

2－2　艶2回臼の操業では水深100m以上の海域で操業したので，舶口深さ計を使用出来なかった0

考　　察

1．波崎地区第1釜喜丸については魚を獲れる網成りで曳絹している時間が短かく，全曳網時間のうち約・爪

半分しかをい。このことは網の構造にあるのでは浸く，板に腹囲があるものと思われる。すなわち，板

の沈降力が不足しているために，投網後，板が着底するまでに時間がかかってかれ又1駐着底した硬

が再び浮き上っている。このためにL型板の場合，板が傾むいて，十分な展開力を発揮出来桑い①では

充いか。ち恵みに，久慈地区の第2住吉丸の硬（総鉄製．空中重量15〔1kg）の場合は投網後約10

分で開き，正常を網口高さで曳縞している。改良点としては板を総鉄製にすることである。

1枚については重量．面積共に不足であろう。

2．久慈地区第2住吉丸については板の沈降力が十分であるため，板が投網後すぐに着底して・途中浮き

上ったカせず，坂が傾むいた少しないので，安定して開いているため，網口高さ1・07mを保ちながら・

推進機関回転数を上げでも変化し夜いて曳網しているものと思われる○しかし，第2住書丸の場合はヤ

リイカを対象に操業し充いと云うことであるがlヤリイカ等肱泳力のある魚を対象に操業する場合には

曳網速まが1．nm／8ee　と遅いことから間観がある0

′

ま　と　め

波崎地区第1釜喜丸と久慈地区第2住吉丸の漁具を測定した結果では・第2住吉丸の方が優れている0

その理由としては網の構造にあるのではなく，板の沈降力にあるものと思われる○従って坂は総鉄如；よ

レヽ。
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